
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 25 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

 

   事 業 内 容         

 

                          

                          

                          

                          

                          

                            【キッズクリニック】 

                          

                               

                         

 

 

   事 業 効 果    

 

【目標・ねらい】 

●バスケットの裾野を広げる 

●キッズに高いレベルのクリニッ

クを受講してもらう 

●家庭でも食事からバックアップ

してもらう 

●障害者と健常者の交流を行う 

  

 

                                                             

   今後の取り組み    

 

 

 

 

 

 
※１自己評価（事業実施率）欄は、「Ａ」90％以上、「Ｂ」70～89％、「Ｃ」50～69％、「Ｄ」49％以下で示すこと。 
※２自己評価（事業効果）欄は、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 GBC バスケットボール１up プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

GBC 実行委員会 

松本市大手 4-1 和来内 TEL 080-3020-8224 

事業区分 (3)教育・文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,200,935 円（うち支援金：622,000 円） 

※１自己評価（事業実施率）【A】 

バスケット人口の裾野を広げるため、小学生を対象とし

た、高いレベルでのクリニックを行った。また、怪我を

した場合に保護者が行える対処の講習会を開催した。 

車いすバスケットの認知度を高めるイベントを開催し

た。今後も一般参加のイベントを開催したい。 

キッズクリニック 男女 64 名が参加 

スポーツケア講習会 保護者を中心に 25 名が参加 

イスバス交流会（昨年ハード事業でバスケット用車いす

を利用）健常者・障害者の 10 名が参加し、エキシビジ

ョンを行った。 

地域のプロチームと共同でキッズクリニックは続けていく。開始当初から講師としてきてくれて

いるプロ選手とのコミュニティーも発展させたい。 

食事から始まり、家庭でのアフターケアの知識を広め、スポーツ環境をファミリー単位で推進し

ていく。 

障害者が少しでも楽しい時間が過ごせるようにフォローする。 

※２自己評価（事業効果）【A】 


